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１・２年生対象 公務員学習会に参加してみませんか？ 
１・２年生の皆さんの中で、公務員希望者はいませんか。公務員試験の合格には早い時期からの取り

組みが必要です。３年生になってからのスタートでは、合格を手にすることは大変厳しいと思います。 

♦一関市職員（一関消防）に合格した卒業生より（合格体験記より一部抜粋）♦ 

試験全体を通して、早めに準備をしておくことは大切だと実感しました。私は部活動の夏の大会が終

わってから約１か月で準備を進めました。そのため時間がなく、担任の先生や進路担当の先生方に急い

で書類作成を手伝ってもらい、迷惑をかけてしまいました。そうならないためにも、３年生になった時

から受験に目を向け、取り組んでほしいです。部活もあり、勉強もありで大変だと思いますが、自分自

身の将来のためにも必要な勉強や部活を並行しながら頑張ってほしいです。 

 

現在、昼休みの公務員学習会には１・２年生１０名が参加しています。他にも、警察官や消防士、行

政職員（一般事務）などを目指したい生徒は、ぜひ公務員学習会（週３回・昼休みに実施）に参加しま

しょう 

３年生 進路決定後の生活について 
 本年度の進路活動も順調に進んでおり、合格や内定を手にした生徒が増えてきました。しかし、進路

決定した生徒の中には安心感や気の緩みなどから、進路決定前と比べ学習状況や生活状況が著しく悪く

なる生徒がいます。下記の点を再確認し、落ち着いた生活をするようにしてください。 

（３年生宛て配布文書より一部抜粋） 

① 高校生（本校生）としての自覚を持ち、１０年後を見据えた学習や生活をすること。また、読書を

通して知識や教養を身につけ、無事に卒業を迎えられるように努力をすること。 

② 進学希望者は進学目的の再確認と学力向上に努めること。就職希望者は就労目的の再確認と社会人

として必要な知識、常識やマナーなどを身につけること。 

③ 進路決定前に比べ学習状況や生活状況が悪化し、改善の様子が見られない場合には、進路決定先へ

の校長推薦を取り下げることもある。その際には校長から進路決定先へ報告をする。 

④ 卒業前は「卒業見込み」としての内定や合格である。卒業が不可能となった場合には、校長から進

路決定先から内定や合格を取り消されることもある。 

 

 過去には進路決定後、問題行動が発覚し卒業を迎えられない生徒がいたため、校長から進路決定先へ

報告をしました。進路決定先からは、卒業が不可能であれば「内定を取り消したい」という連絡があり

ました。 

２年生インターンシップが始まります！ 

 １２月３日（水）～５日（金）の３日間、２年生全員を対象に実施します。自分自身の職業適性や職

業生活設計（将来の目標やゴールを決め、それを実施するために何をしたら良いのか計画を立てること）

など職業選択について深く考える機会にしたいと考えています。 

特に就職を希望する生徒については、インターンシップを通して今後の就職活動及び進路選択の方向

性や方法等を理解し、早期の就職決定につなげていきたいと思います。 

心構え 

●強い責任感を持って臨むこと 

  社会人と同じ仕事をするわけですから、高校生とはいえ仕事に対する責任と義務は同じ職場で働く

方々と同じです。「インターンシップ生徒（高校生）だから・・・」といった甘い考えは許されません。 

●積極的な態度で臨むこと 

  何の目的で、何をするために行くのかをしっかりと自覚し、常に積極的に行動することが大切です。 

担当者の指示に従い、職場の規律・マナーを守ることはもちろんですが、インターンシップの中で何

かをつかもうとする気持ちが大事です。「指示待ち」ではなく、何事にも自ら積極的にチャレンジする

姿勢が必要です。 

 



注意事項 

（１）時間（出社・始業・集合など）は必ず守り、始業時間にはすべて準備が整い、仕事ができる態勢

を整えておきます。 

 

（２）事前打合せやインターンシップ中にはメモを取るようにします。また、不測の出来事や疑問点が

出た場合は、自分勝手に判断することなく担当者に報告・連絡・相談をします。 

 

（３）守秘義務（仕事上で知り得た情報などは、外部に漏らしてはならない義務）があります。特に、

組織・技術・個人のプライバシーに関することなど、取り扱いは慎重に、そして絶対に外部へ漏ら

さないようにします。 

 

（４）遅刻・早退・欠勤がないよう体調管理に努めなければなりません。しかし、やむを得ない理由に

より遅刻・早退・欠勤をしなければならない場合は、担当者及び学校（担任）に連絡をします。 

 

以下参考までに、昨年度実施した際の生徒の感想と、担当者からの所感を一部紹介します。 

 

～マナー講座も実施しました～ 
インターンシップに先立ち、１１月１９日（水）５校時に事前ガイダンスを実施しました。いちのせ

き若者サポートステーションの        さんを講師にお迎えし、インターンシップに臨む心構

えやマナーについて講話をいただきました。 

     

講師の話を聞いている様子              自己紹介をしている様子 

 

【担当者の所感】 

・受け答えや挨拶などの基本的なコミュニケーシ

ョンも問題なく、説明もしっかりと聞いて取り

組んでいた。 

・非常に熱心な姿勢でした。 

・積極的で礼儀正しい態度が好印象。 

・働くことに対しての考えや、社会に出た時の感

覚を少しでも感じでくれたら良い。 

・インターンシップは、企業側としても新鮮で良

い刺激をいただけるため大変有意義。 

・インターンシップが進路選択の幅を広げる場に

なればと思います。 

【生徒の感想】 

学んだこと 

・報告連絡相談の大切さ 

・お客さまの視点に立って考えること 

・時間のなさ 

うれしかったこと 

・初日にできなかったことができるようになった 

・お客さまが笑顔で帰っていったこと 

これからに活かしたいこと 

・時間に余裕をもって動くこと 

・提出期限を守ること 

・簡潔に話をすること 


